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柏市下水道事業中長期経営計画  第１期後期計画  修正点  

 

 最新の決算見込を反映するとともに，委員の御意見を参考に手持

ちの現金・預金が極力増減しないよう修正しました。その他，主な

修正点は次のとおりです。  

修正前  修正後  

（ P 4 5－ 1 3 行 目 ・ 企 業 債 元 利 償 還

金 対 料 金 収 入 比 率 の 後 期 目 標 ）  

５６．５  

（ P 4 5－ 1 3 行 目 ・ 企 業 債 元 利 償 還

金 対 料 金 収 入 比 率 の 後 期 目 標 ）  

５３．４  

（ P4 9－図 3 -1-2 - 1）  

 

（ P4 9－図 3 -1-2 - 1）  

【 R 2～ R 4 の 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に

よ る 減 収 見 込 」 を 修 正 し ま し た 。 】  

（ P5 0－図 3 -1-3 - 1）  

 

（ P5 0－図 3 -1-3 - 1）  

【 「 下 水 道使 用 料収 入 と 汚水 処

理 費 の 見 通 し 」 を 再 算 定 （ 修

正）しました。】  

（ P5 0－下から１行目）  

～， 35 億円以上の確保を目標と

しました。  

（ P5 0－下から１行目）  

～， 年度 末時 点 で 30 億 円以 上

の確 保 を 目標 と しま し た 。た だ

し， 災 害 など 不 測の 緊 急 事態 に

対し ， 資 金不 足 で対 応 で きな く

なる こ と を極 力 回避 す る ため ，

一時 借 入 金や 他 会計 借 入 金な ど

他の 財 源 確保 策 につ い て も検 討

していきます。  

（ P5 0－表 3 -1-4 - 1）  

【 「 水 道 事 業 」 の 数 値 が 平 成 3 0 年

度 末 の も の に な っ て い ま し た 。 】  

（ P5 0－表 3 -1-4 - 1）  

【 「 水 道 事 業 」 の 数 値 を 令 和 元 年

度 末 の も の に 修 正 し ま し た 。 】  

（ P5 1－表 3- 1-5 - 1， P 52－表 3 -

1-5-2）  

【令 和 元年 度 （ 決算 ） のう ち ，

資本 的 収入 ・ 資 本的 支 出を 税 抜

で表記。】  

（ P5 1－表 3 -1-5 - 1， P 52－表 3 -

1-5-2）  

【 令 和 元 年 度 （ 決 算 ） の う ち ， 資

本 的 収 入 ・ 資 本 的 支 出 を 税 込 に す

る と と も に ， 他 の 年 度 に つ い て 最

新 の 見 込 へ 修 正 し ま し た 。 】  

資料４  
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（ P52－第 6 章長期的な将来見

通し― 3～ 4 行目）  

そのため～，健全な～  

（ P52－第 6 章長期的な将来見

通し― 3～ 4 行目）  

昭 和 5 0 年 代 後 半 か ら 平 成 初 期 に か

け て 集 中 的 に 整 備 し た 下 水 道 施 設

の 減 価 償 却 が 終 わ る 令 和 2 0 年 代 後

半 か ら 経 費 回 収 率 1 0 0％ を 確 保 す

る も の の ， 下 水 道 使 用 料 の 減 少 や

老 朽 化 対 策 の 影 響 に よ り ， 令 和 4 0

年 代 か ら ， 健 全 な ～  

（ P5 2－下から 8～ 6 行目）  

現状 で も， ～ 更 に足 り なく な る

見込です。維持管理経費や～  

（ P5 2－下から 8～ 6 行目）  

令和 元 年 度決 算 で， 下 水 道使 用

料収 入 は 汚水 処 理費 に 対 して 下

回り ま し たが ， 上回 る よ うな 健

全経 営 を 行う た めに は ， 維持 管

理経費や～。  

（ P5 3－図 3 -1-6 - 2～ 5）  （ P5 3－図 3 -1-6 - 2～ 5）  

【 再 算 定 後 の も の に 修 正 し ま し

た 。 】  

（ P5 4－２～７行目）  

第 1 節  一般会計繰入金の総額

を減額しないシミュレーション  

財政 収 支の 見 通 し～ 一 般会 計 繰

入金 を 減額 し た シミ ュ レー シ ョ

ンを 行 いま し た が， 令 和２ 年 度

と同 額の 27 億 円が 続く 場合 ，

～見込まれます。  

しか し， ～毎 年 10 億円 以上 頼

ることになります。  

（ P5 4－２～７行目）  

第 1 節  一般会計繰入金の総額を

収 益 的 収 支 が プ ラ ス を 維 持 で き る

まで減額するシミュレーション  

財政 収 支 の見 通 し～ 一 般 会計 繰

入金 を 基 準外 分 がな く な る見 込

の 13 億 円ま で 減額 した シミ ュ

レー シ ョ ンを 行 いま し た が， 令

和 2 5 年度に 17 億円まで減額す

る場合，～見込まれます。  

しかし，～毎年 4 億円以上頼る

ことになります。  

（ P5 4－下から２～１行目）  

～，令和 5 年度に 8％，令和 3 8

年度に 4％，令和 48 年度に 4％

改定する必要があります（図 3-

1-7-3～ 4）。  

（ P5 4－下から２～１行目）  

～，令和 5 年度に 4％，令和８

年 度 に １ ％ ， 令 和 4 8 年 度 に

１ ％ 改 定 す る 必 要 が あ り ま す

（図 3-1- 7-1～ 2）。  
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（ P5 5－図 3 -1-7 - 3～ 4）  （ P5 5－図 3 -1-7 - 3～ 4）  

【 再 算 定 後 の も の に 修 正 し ま し

た 。 】  

（ P5 6－ 12～ 1 3 行目）  

～一 般 会計 繰 入 金の 総 額に つ い

て は ， 令 和 ７ 年 度 か ら 令 和 2 7

年度まで隔年で 1 億円ずつ削減

し， 令和 27 年 度以 降は ～総 額

16 億円で計上しました。  

（ P5 6－ 12～ 1 3 行目）  

～ 一 般 会 計繰 入 金の 総 額 につ い

て は ， 令 和 ７ 年 度 か ら 令 和 33

年度まで隔年で 1 億円ずつ削減

し， 令和 33 年 度以 降は ～総 額

13 億円で計上しました。  

 （ P5 6－下から３～１行目）  

オ  流域下水道維持管理負担金  

令和 ２ 年 度の 単 価改 定 に 併せ て

３％ 増 と しま し た。 以 後 は単 価

改定を見込みませんでした。  

（ P5 7－ 1 0 行目）  

今後の～計上しました。  

（ P5 7－ 10～ 1 2 行目）  

今後の～計上しました。  

ただ し ， 資金 繰 りの 確 保 と将 来

負担 の 抑 制を 考 え， 各 年 度で 現

金・ 預 金 が極 力 増減 し な いよ う

調整しました。  

（ P5 7－ 11～ 1 3 行目）  

（３）その他  

積立 金 残高 ～ 計 上し ま した （ 積

立金残高～第 4 章参照）。  

【削除しました。】  

 


